
※資料中、「第２四半期（上半期）」は「４月１日～９月３０日」を表しております。
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２０１７年１１月１４日

第一フロンティア生命保険株式会社

２０１７年度第２四半期（上半期）報告

第一フロンティア生命保険株式会社（社長　川島 貴志）の２０１７年度第２四半期

 （上半期）の業績は添付のとおりです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



１．主要業績

（１）年換算保険料

・保有契約 (単位：百万円、％)

185,125 208,158 112.4

 第一フロンティア生命保険株式会社（社長　川島 貴志）の２０１７年度第２四半期　　　　　527,625 526,743 99.8

712,750 734,902 103.1

・新契約 (単位：百万円、％)

14,409 23,585 163.7

74,777 66,549 89.0

89,186 90,135 101.1

（注）年換算保険料とは、１回あたりの保険料について保険料の支払方法に応じた係数を乗じ、１年

　　　あたりの保険料に換算した金額です（一時払契約等は、保険料を保険期間で除した金額）。

個 人 保 険

個 人 年 金 保 険

- - - 

合 計

うち医療保障・
生前給付保障等

区分 2016年度末
2017年度
第２四半期
（上半期）末 前年度末比

個 人 保 険

- - 

区分

個 人 年 金 保 険

合 計

うち医療保障・
生前給付保障等

- 

前年同期比

2016年度
第２四半期
（上半期）

2017年度
第２四半期
（上半期）
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（２）保有契約高および新契約高

・保有契約高 (単位：千件、百万円、％)

（注）個人年金保険については、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資と年金支払開始後契約の

　　　責任準備金を合計したものです。

・新契約高 (単位：千件、百万円、％)

（注）新契約の個人年金保険の金額は年金支払開始時における年金原資です。

（３）主要収支項目
(単位：百万円、％)

（４）総資産
(単位：百万円、％)

総 資 産 6,742,468 7,312,681 108.5

資 産 運 用 費 用 289,621 14,464 5.0

区分 2016年度末
2017年度

第２四半期（上半期）末 前年度末比

資 産 運 用 収 益 61,591 235,547 382.4

保 険 金 等 支 払 金 310,222 334,112 107.7

- 

区分
2016年度

第２四半期（上半期）
2017年度

第２四半期（上半期） 前年同期比

- - - - - 団 体 年 金 保 険 - - - - 

- 

団 体 保 険 - - - - - - - - - - 

57 115.8 309,430 103.8 309,430個 人 年 金 保 険 50 298,222 298,222 - 

前年
同期比

新契約
転換に
よる

純増加

個 人 保 険 25 195,501 195,501 - 39 156.9 282,385 144.4 282,385 - 

新契約
転換に
よる

純増加

前年
同期比

- - 

団 体 年 金 保 険 - - - - - - 

団 体 保 険 - - - - 

112.2

個 人 年 金 保 険 754 4,471,695 788 104.5 4,733,579 105.9

個 人 保 険 324 2,368,991 358 110.7

保 険 料 等 収 入 540,692 637,363 117.9

区分

2017年度
第２四半期（上半期）末

区分

2016年度
第２四半期（上半期）

2017年度
第２四半期（上半期）

件数 金額 件数 金額

件数

件数 金額

金額

前年度末比 前年度末比

2016年度末

2,658,967
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２．一般勘定資産の運用状況

（１）運用環境

（２）運用方針

（３）運用実績の概況

→
→

上半期末2.334％
上半期末112.73円

上半期末2.784％
上半期末88.47円

  生命保険契約の持つ負債特性を考慮し、長期にわたる年金や保険金・給付金を安定的に支払う
ことを主眼として、ＡＬＭ（Asset Liability Management：資産・負債総合管理）に基づく運用
を行っております。円建および外貨建の定額商品に関しては、円建公社債および外貨建公社債を
中心とした運用を行います。
　また、変額個人年金保険に係る最低保証リスクの軽減を目的とした取引を行います。

　安定的な運用収益が期待できる円建公社債および外貨建公社債を中心とした運用を行いまし
た。また、変額個人年金保険に係る最低保証リスクの軽減を目的としてデリバティブ取引（金銭
の信託、外国証券（投資信託）による運用を含む）を行いました。
　それらの結果、資産運用収益は、為替差益 82,103百万円、利息及び配当金等収入 58,168百万
円および金融派生商品収益 5,458百万円等により 149,768百万円となりました。また、資産運用
費用は、金銭の信託運用損 6,631百万円、売買目的有価証券運用損 5,349百万円および有価証券
売却損 2,041百万円等により 14,464百万円となりました。

 2017年度第２四半期(上半期)の日本経済は、雇用・所得環境の改善が持続し、個人消費を中心
とした内需が牽引する形で潜在成長率を上回るペースでの成長となりました。
  米国では、日本と同様に雇用・所得環境の改善に伴い個人消費の拡大が継続したほか、景況感
の改善、企業収益の拡大を背景に設備投資も堅調だったことから、緩やかな成長ペースを維持し
ました。また豪州では、個人消費や政府支出に支えられ、緩やかな景気回復が続きました。
  こうした経済情勢の中で、運用環境は以下のようなものとなりました。

＜国内金利＞
　10年国債利回りは、米国の利上げや欧州の量的緩和策縮小観測による世界的な金利上昇圧力を
受けて一時0.1％を超える水準まで上昇する局面も見られましたが、その後は日本銀行による長
短金利操作付き量的・質的金融緩和政策の効果により、低位で安定的に推移しました。

＜米国金利・為替＞
  地政学リスクの高まりや、政策実現に対する懸念から、10年米国債利回りは低下し、円高ドル
安が進行しましたが、連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）によるバランスシート縮小や2017年内の追
加利上げ観測の高まり、米税制改革期待により、上半期末の米国金利・為替は概ね年度始の水準
となりました。

＜豪州金利・為替＞
  豪州の主要貿易相手国である中国経済が堅調に推移したことや、それに伴う鉄鉱石価格の上昇
を受け、１０年豪国債利回りは上昇し、円安豪ドル高が進行しました。

10年国債利回り 年度始0.065％ → 上半期末0.060％

10年米国債利回り
円／ドルレート

10年豪国債利回り
円／豪ドルレート

年度始2.319％
年度始112.19円

年度始2.669％
年度始84.99円

→
→
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３．資産運用の実績（一般勘定）

（１）資産の構成 
(単位：百万円、％)

金額 占率 金額 占率

102,516 2.2 143,824 2.8

- - - - 

- - - - 

6,081 0.1 6,050 0.1

- - - - 

282,919 6.1 391,447 7.6

4,094,184 88.7 4,447,325 86.7

1,145,301 24.8 1,173,903 22.9

- - - - 

2,747,216 59.5 3,073,426 59.9

2,740,228 59.4 3,069,395 59.8

6,987 0.2 4,030 0.1

201,666 4.4 199,995 3.9

- - - - 

- - - - 

- - - - 

127,642 2.8 143,049 2.8

△ 6 △ 0.0 △ 7 △ 0.0

4,613,338 100.0 5,131,690 100.0

2,900,997 62.9 3,286,871 64.1

（２）資産の増減 
(単位：百万円)

貸 倒 引 当 金

合 計

う ち 外 貨 建 資 産

△ 0 △ 1

151,090 518,352

35,370 385,874

不 動 産

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

- - 

- - 

△ 8,840 15,407

株 式 等

そ の 他 の 証 券

貸 付 金

1,531 △ 2,956

△ 49,979 △ 1,670

- - 

株 式

外 国 証 券

公 社 債

- - 

41,125 326,209

39,593 329,166

金 銭 の 信 託

有 価 証 券

公 社 債

187,356 108,527

△ 11,983 353,141

△ 3,129 28,602

債券貸借取引支払保証金

買 入 金 銭 債 権

商 品 有 価 証 券

- - 

15 △ 30

- - 

有 価 証 券

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 付 金

不 動 産

株 式 等

そ の 他 の 証 券

2016年度末
2017年度

第２四半期（上半期）末

合 計

う ち 外 貨 建 資 産

貸 倒 引 当 金

買 入 金 銭 債 権

商 品 有 価 証 券

買 現 先 勘 定

債券貸借取引支払保証金

区分

現預金・コールローン

外 国 証 券

公 社 債

公 社 債

株 式

金 銭 の 信 託

区分

現預金・コールローン

買 現 先 勘 定

2016年度
第２四半期（上半期）

2017年度
第２四半期（上半期）

△ 15,456 41,308

- - 
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（３）資産運用収益
(単位：百万円)

49,817 58,168

140 196

49,562 57,788

- -

- -

114 183

- -

1,362 -

1,531 -

8,453 2,650

7,217 1,241

- -

1,236 1,409

- -

426 1,387

- 5,458

- 82,103

- -

- -

61,591 149,768

（４）資産運用費用 
(単位：百万円)

1 1

- -

- 6,631

- 5,349

1,514 2,041

- 41

- -

1,514 2,000

- -

- -

- -

- -

- -

- -

45 0

8,436 -

249,971 -

0 1

- -

- -

393 438

260,364 14,464

区分

利息及び配当金等収入

預 貯 金 利 息

2016年度
第２四半期（上半期）

2017年度
第２四半期（上半期）

有価証券利息・配当金

貸 付 金 利 息

不 動 産 賃 貸 料

そ の 他 利 息 配 当 金

商 品 有 価 証 券 運 用 益

金 銭 の 信 託 運 用 益

売買目的有価証券運用益

有 価 証 券 売 却 益

国 債 等 債 券 売 却 益

株 式 等 売 却 益

外 国 証 券 売 却 益

そ の 他

有 価 証 券 償 還 益

金 融 派 生 商 品 収 益

為 替 差 益

貸 倒 引 当 金 戻 入 額

そ の 他 運 用 収 益

合 計

区分

支 払 利 息

商 品 有 価 証 券 運 用 損

2016年度
第２四半期（上半期）

2017年度
第２四半期（上半期）

金 銭 の 信 託 運 用 損

売買目的有価証券運用損

有 価 証 券 売 却 損

国 債 等 債 券 売 却 損

株 式 等 売 却 損

外 国 証 券 売 却 損

そ の 他

有 価 証 券 評 価 損

国 債 等 債 券 評 価 損

株 式 等 評 価 損

外 国 証 券 評 価 損

そ の 他

有 価 証 券 償 還 損

金 融 派 生 商 品 費 用

為 替 差 損

そ の 他 運 用 費 用

合 計

貸 倒 引 当 金 繰 入 額

貸 付 金 償 却

賃貸用不動産等減価償却費
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（５）売買目的有価証券の評価損益 
(単位：百万円)

（注）本表には、金銭の信託等の売買目的有価証券を含んでいます。

（６）有価証券の時価情報（売買目的有価証券以外の有価証券のうち時価のあるもの）
(単位：百万円)

差益 差損 差益 差損

- - - - - - - - - -

3,031,803 3,131,521 99,718 118,995 19,276 3,373,127 3,478,397 105,270 123,895 18,625

- - - - - - - - - -

1,037,399 1,061,474 24,074 35,385 11,310 1,048,980 1,076,218 27,237 35,187 7,949

301,841 318,513 16,672 17,118 445 308,106 323,248 15,141 15,586 444

- - - - - - - - - -

536,859 535,212 △ 1,646 9,126 10,772 543,905 546,923 3,017 10,494 7,476

536,859 535,212 △ 1,646 9,126 10,772 543,905 546,923 3,017 10,494 7,476

- - - - - - - - - -

192,699 201,666 8,967 9,059 92 190,968 199,995 9,027 9,055 27

6,000 6,081 81 81 - 6,000 6,050 50 50 -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

4,069,203 4,192,996 123,793 154,380 30,587 4,422,107 4,554,615 132,507 159,083 26,575

1,128,628 1,198,646 70,017 72,681 2,664 1,158,762 1,232,042 73,280 75,302 2,021

- - - - - - - - - -

2,741,875 2,786,602 44,727 72,558 27,830 3,066,377 3,116,526 50,148 74,674 24,525

2,741,875 2,786,602 44,727 72,558 27,830 3,066,377 3,116,526 50,148 74,674 24,525

- - - - - - - - - -

192,699 201,666 8,967 9,059 92 190,968 199,995 9,027 9,055 27

6,000 6,081 81 81 - 6,000 6,050 50 50 -

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - - -

（注）本表には、金融商品取引法上の有価証券として取り扱うことが適当と認められるもの等を含んでいます。

・時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券の帳簿価額

該当事項はありません。

2016年度末 2017年度第２四半期（上半期）末

帳簿価額 時価
差損益

帳簿価額 時価
差損益

289,907 △ 22,424 395,478 △ 11,980

区分

売 買 目 的 有 価 証 券

2016年度末
2017年度

第２四半期（上半期）末

貸借対照表
計上額

当期の損益に
含まれた評価損益

貸借対照表
計上額

当期の損益に
含まれた評価損益

区分

満 期 保 有 目 的 の 債 券

責 任 準 備 金 対 応 債 券

子会社・関連会社株式

そ の 他 有 価 証 券

公 社 債

株 式

外 国 証 券

公 社 債

株 式 等

そ の 他 の 証 券

買 入 金 銭 債 権

譲 渡 性 預 金

そ の 他

合 計

そ の 他 の 証 券

買 入 金 銭 債 権

譲 渡 性 預 金

そ の 他

公 社 債

株 式

外 国 証 券

公 社 債

株 式 等
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（７）金銭の信託の時価情報 
(単位：百万円)

差益 差損 差益 差損

282,919 282,919 △ 16,443 4,128 20,572 391,447 391,447 △ 6,631 5,906 12,538

（注） １.本表記載の時価相当額の算定は、金銭の信託の受託者が合理的に算出した価格によっています。

       ２.差損益には当期の損益に含まれた評価損益を記載しています。

・運用目的の金銭の信託

(単位：百万円)

・満期保有目的、責任準備金対応、その他の金銭の信託

　　該当事項はありません。

2017年度第２四半期（上半期）末

貸借対照
表計上額

時価
差損益 貸借対照

表計上額
時価

差損益

運用目的の金銭の信託 282,919 △ 16,443 391,447 △ 6,631

区分

金 銭 の 信 託

区分

2016年度末 2017年度第２四半期（上半期）末

貸借対照表計上額
当期の損益に

含まれた評価損益
貸借対照表計上額

当期の損益に
含まれた評価損益

2016年度末
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４．中間貸借対照表

　（単位：百万円）

109,844 151,938

6,081 6,050

282,919 391,447

6,214,999 6,618,686

国 債） （ 585,775 ） （ 572,404 ）

地 方 債） （ 12,257 ） （ 11,363 ）

社 債） （ 547,268 ） （ 590,136 ）

外 国 証 券） （ 2,762,780 ） （ 3,087,855 ）

238 202

4,009 4,466

61,104 60,309

63,276 79,587

△ 6 △ 7

6,742,468 7,312,681

6,419,066 6,888,465

9,176 10,421

6,409,889 6,878,043

156,167 199,953

39,930 76,643

3,203 5,911

182 154

36,545 70,577

10,216 12,136

6,766 7,634

6,632,147 7,184,832

117,500 117,500

67,500 67,500

67,500 67,500

△ 91,987 △ 76,754

△ 91,987 △ 76,754

△ 91,987 △ 76,754

93,012 108,245

17,307 19,603

17,307 19,603

110,320 127,848

6,742,468 7,312,681負債及 び純 資産 の部 合計

繰 越 利 益 剰 余 金

株 主 資 本 合 計

その他有価証券評価差額金

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計

純 資 産 の 部 合 計

資 本 金

資 本 剰 余 金

資 本 準 備 金

利 益 剰 余 金

そ の 他 利 益 剰 余 金

価 格 変 動 準 備 金

繰 延 税 金 負 債

負 債 の 部 合 計

（ 純 資 産 の 部 ）

再 保 険 借

そ の 他 負 債

未 払 法 人 税 等

そ の 他 の 負 債

リ ー ス 債 務

資 産 の 部 合 計

（ 負 債 の 部 ）

保 険 契 約 準 備 金

支 払 備 金

責 任 準 備 金

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

再 保 険 貸

そ の 他 資 産

貸 倒 引 当 金

有 価 証 券

（うち

（うち

（うち

（うち

（ 資 産 の 部 ）

現 金 及 び 預 貯 金

買 入 金 銭 債 権

金 銭 の 信 託

　　　　　            期別
　

    科目

2016年度末要約貸借対照表 2017年度中間会計期間末

（2017年3月31日現在） （2017年9月30日現在）

金額 金額
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５．中間損益計算書
（単位：百万円）

635,571 872,915

540,692 637,363

（うち保 険 料） （ 474,200 ） （ 555,882 ）

61,591 235,547

（うち利 息 及 び 配 当 金 等 収 入） （ 49,817 ） （ 58,168 ）

（うち金 銭 の 信 託 運 用 益 ） （ 1,362 ） （ - ）

（うち売 買 目 的 有 価 証 券 運 用 益 ） （ 1,531 ） （ - ）

（うち有 価 証 券 売 却 益） （ 8,453 ） （ 2,650 ）

（うち金 融 派 生 商 品 収 益 ） （ - ） （ 5,458 ）

（うち特 別 勘 定 資 産 運 用 益） （ - ） （ 85,779 ）

33,287 4

（うち責 任 準 備 金 戻 入 額 ） （ 33,283 ） （ - ）

635,776 846,493

310,222 334,112

（うち保 険 金） （ 14,608 ） （ 20,664 ）

（うち年 金） （ 10,542 ） （ 72,687 ）

（うち給 付 金） （ 22,915 ） （ 27,270 ）

（うち解 約 返 戻 金） （ 86,917 ） （ 71,175 ）

（うちそ の 他 返 戻 金） （ 1,467 ） （ 2,686 ）

612 469,398

612 1,244

- 468,153

289,621 14,464

（うち支 払 利 息） （ 1 ） （ 1 ）

（うち金 銭 の 信 託 運 用 損） （ - ） （ 6,631 ）

（うち売 買 目 的 有 価 証 券 運 用 損） （ - ） （ 5,349 ）

（うち有 価 証 券 売 却 損） （ 1,514 ） （ 2,041 ）

（うち金 融 派 生 商 品 費 用） （ 8,436 ） （ - ）

（うち特 別 勘 定 資 産 運 用 損 ） （ 29,257 ） （ - ）

31,915 25,110

3,405 3,408

△ 205 26,422

1,511 1,920

△ 1,717 24,502

4 9,269

4 9,269

△ 1,721 15,232

特 別 損 失

税引前中間純利益又は税引前中間純損失（ △ ）

法 人 税 及 び 住 民 税

法 人 税 等 合 計

中 間 純 利 益 又 は 中 間 純 損 失 （ △ ）

資 産 運 用 費 用

事 業 費

そ の 他 経 常 費 用

経 常 利 益 又 は 経 常 損 失 （ △ ）

経 常 費 用

保 険 金 等 支 払 金

責 任 準 備 金 等 繰 入 額

支 払 備 金 繰 入 額

責 任 準 備 金 繰 入 額

金額

経 常 収 益

保 険 料 等 収 入

資 産 運 用 収 益

そ の 他 経 常 収 益

　　　　　　　　　　　　　　　  　　　  期別

　
　　科目 金額

2017年度中間会計期間

2016年4月1日から 2017年4月1日から

2016年9月30日まで 2017年9月30日まで

2016年度中間会計期間
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６．株主資本等変動計算書

2016年度中間会計期間

（単位 ： 百万円）

資本剰余金 利益剰余金

資本金 その他利益剰余金 株主資本合計

繰越利益剰余金

当期首残高 117,500 67,500 △ 142,234 42,765

当中間期変動額

中間純損失（△） △ 1,721 △ 1,721

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額）

当中間期変動額合計 - - △ 1,721 △ 1,721

当中間期末残高 117,500 67,500 △ 143,956 41,043

評価・換算差額等

当期首残高 43,155 43,155 85,920

当中間期変動額

中間純損失（△） △ 1,721

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） 5,128 5,128 5,128

当中間期変動額合計 5,128 5,128 3,406

当中間期末残高 48,283 48,283 89,326

2017年度中間会計期間

（単位 ： 百万円）

資本剰余金 利益剰余金

資本金 その他利益剰余金 株主資本合計

繰越利益剰余金

当期首残高 117,500 67,500 △ 91,987 93,012

当中間期変動額

中間純利益 15,232 15,232

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額）

当中間期変動額合計 - - 15,232 15,232

当中間期末残高 117,500 67,500 △ 76,754 108,245

評価・換算差額等

当期首残高 17,307 17,307 110,320

当中間期変動額

中間純利益 15,232

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） 2,295 2,295 2,295

当中間期変動額合計 2,295 2,295 17,528

当中間期末残高 19,603 19,603 127,848

株主資本

資本準備金

純資産合計その他有価証券
評価差額金

評価・換算差額等
合計

株主資本

資本準備金

純資産合計その他有価証券
評価差額金

評価・換算差額等
合計

2017年4月1日から 

2017年9月30日まで 

2016年4月1日から 

2016年9月30日まで 
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注記事項

（中間貸借対照表関係）

１ 　有価証券（買入金銭債権のうち有価証券に準じるものおよび金銭の信託において信託財産として運
用している有価証券を含む）の評価は、次のとおりであります。
　　①売買目的有価証券については時価法（売却原価の算定は移動平均法）によっております。
    ②責任準備金対応債券（「保険業における「責任準備金対応債券」に関する当面の会計上及び監
　　　査上の取扱い」（日本公認会計士協会　業種別監査委員会報告第21号）に基づく責任準備金対
　　　応債券をいう。）については移動平均法による償却原価法（定額法）によっております。
　　③その他有価証券のうち時価のあるものについては決算日の市場価格等に基づく時価法（売却原
　　　価の算定は移動平均法）、時価を把握することが極めて困難と認められるものについては取得
　　　原価をもって貸借対照表価額としております。
　なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。

２ 　責任準備金対応債券に係るリスク管理方針の概要は、次のとおりであります。
　保険商品の特性に応じて小区分を設定し、リスク管理を適切に行うために、各小区分を踏まえた全
体的な資産運用方針と資金配分計画を策定しております。また、責任準備金対応債券と責任準備金の
デュレーションが一定幅の中で一致していることを、定期的に検証しております。なお、小区分は次
のとおり設定しております。
　　①個人保険・個人年金保険（円貨建・短期）
　　②個人保険・個人年金保険（円貨建・長期）
　　③個人保険・個人年金保険（米ドル建）
　　④個人保険・個人年金保険（豪ドル建）
　　⑤個人保険・個人年金保険（ニュージーランドドル建）
　ただし、一部保険種類・保険契約を除く。

３ 　デリバティブ取引（金銭の信託および外国証券（投資信託）内において実施しているデリバティブ
取引を含む）の評価は時価法によっております。

４ 　有形固定資産の減価償却の方法は、次のとおりであります。
　　①有形固定資産（リース資産を除く。）
　　　定率法による年間減価償却費見積額を期間により按分し計上しております。なお、その他の有
　　　形固定資産のうち取得価額が 10万円以上 20万円未満のものについては、３年間で均等償却を
　　　行っております。
　　②リース資産
　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとした定額法による年間減価償却費見積額を期間
　　　により按分し計上しております。

５ 　無形固定資産の減価償却の方法は定額法によっております。なお、自社利用のソフトウェアの減価
償却の方法は、利用可能期間に基づく定額法によっております。

６ 　外貨建資産および負債は、決算日の為替相場により円換算しております。なお、外貨建その他有価
証券のうち債券に係る換算差額については、外国通貨による時価の変動に係る換算差額を評価差額と
して処理し、それ以外の差額を為替差損益として処理しております。

７ 　貸倒引当金は、資産の自己査定基準および償却・引当基準に則り、貸倒実績等から算出した貸倒実
績率を債権額に乗じた金額を計上しております。また、すべての債権は、資産の自己査定基準に基づ
き、関連部署が資産査定を実施し、当該部署から独立した資産監査部署が査定結果を監査しており、
その査定結果に基づいて上記の引当を行っております。

８ 　価格変動準備金は、保険業法第115条の規定に基づき算出した金額を計上しております。

９ 　消費税および地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。ただし、資産に係る控除対象
外消費税等のうち、税法に定める繰延消費税等については、前払費用に計上し５年間で均等償却し、
繰延消費税等以外のものについては、当中間期に費用処理しております。

１０ 　責任準備金は、保険業法第116条の規定に基づく準備金であり、保険料積立金については次の方式
により計算しております。
　  ①標準責任準備金の対象契約については、金融庁長官が定める方式（平成８年大蔵省告示
　　　第48号）
　　②標準責任準備金の対象とならない契約については、平準純保険料式

2017年度中間会計期間末
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１１ 　金融商品に係る貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額については、次のとおりであります。

　　（注）デリバティブ取引には、金銭の信託および外国証券（投資信託）内において実施している
　　　　　ものを含んでおります。デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示
　　　　　しており、合計で正味の債務となる項目については「△」を付して表示しております。

　金融商品の時価の算定方法は、次のとおりであります。
　　①現金及び預貯金
　　　預貯金はすべて満期のないものであり、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価
      額によっております。
　　②買入金銭債権
　　　買入金銭債権は合理的に算定された価額によっております。
　　③金銭の信託
　　　有価証券は「④有価証券」に記載のとおりであります。また、デリバティブ取引は「⑤デリバ
　　　ティブ取引」に記載のとおりであります。
　　④有価証券
　　　債券は取引所等の価格によっており、投資信託は基準価格によっております。
　　⑤デリバティブ取引
　　　為替予約取引の時価については、決算日の先物相場を使用しており、通貨スワップ取引、金利
　　　スワップ取引およびクレジット・デフォルト・スワップ取引の時価については、割引現在価値
　　　法により算定した価額によっております。トータル・リターン・スワップの時価については、
　　　決算日の参照指数により算定した価額によっております。先物取引等の市場取引の時価につい
　　　ては、取引所における最終価格によっております。

１２ 　消費貸借契約により貸し付けている有価証券の貸借対照表価額は、178,422百万円であります。

１３ 　保険業法第118条に規定する特別勘定の資産の金額は 2,181,184百万円であります。なお、負債の
金額も同額であります。

１４ 　担保に供されている資産の金額は、有価証券 70,159百万円であります。また、担保付き債務の金
額は 12,199百万円であります。

１５ 　売却又は担保という方法で自由に処分できる権利を有している資産は、再保険取引およびデリバ
ティブ取引の担保として受け入れている有価証券であり、当中間期末に当該処分を行わずに所有して
いるものの時価は 59,667百万円であり、再担保に差し入れているものはありません。

１６ 　保険業法施行規則第73条第３項において準用する同規則第71条第１項に規定する再保険に付した部
分に相当する支払備金（以下「出再支払備金」という。）の金額は 130百万円であり、同規則第71条
第１項に規定する再保険に付した部分に相当する責任準備金（以下「出再責任準備金」という。）の
金額は 280,292百万円であります。

１７ 　保険業法第259条の規定に基づく生命保険契約者保護機構に対する当中間期末における当社の今後
の負担見積額は 8,695百万円であります。なお、当該負担金は拠出した中間期の事業費として処理し
ております。

１８ 　平成８年大蔵省告示第50号第１条第５項に規定する再保険契約に係る未償却出再手数料の当中間期
末残高は 71,181百万円であります。

2017年度中間会計期間末

（単位：百万円）

貸借対照表

計上額

(１)　現金及び預貯金 151,938 151,938 -

(２)　買入金銭債権 6,050 6,050 -

(３)　金銭の信託 391,447 391,447 -

(４)　有価証券 6,618,686 6,723,956 105,270

　①　売買目的有価証券 2,175,391 2,175,391 -

　②　責任準備金対応債券 3,373,127 3,478,397 105,270

　③　その他有価証券 1,070,167 1,070,167 -

資　産　計 7,168,122 7,273,392 105,270

デリバティブ取引

　①　ヘッジ会計が適用されていないもの 2,757 2,757 -

デリバティブ取引計 2,757 2,757 -

時価 差額
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（中間損益計算書関係）

１ 　有価証券売却益の主な内訳は、国債等債券 1,241百万円、外国証券 1,409百万円であります。

２ 　有価証券売却損の主な内訳は、国債等債券 41百万円、外国証券 2,000百万円であります。

３ 　支払備金繰入額の計算上、差し引かれた出再支払備金繰入額の金額は 17百万円、責任準備金繰入
額の計算上、差し引かれた出再責任準備金繰入額の金額は 51,565百万円であります。

４ 　利息及び配当金等収入の内訳は、以下のとおりであります。
　　　預貯金利息　　　　　　　　　　　　 　 196百万円
　　　有価証券利息・配当金　 　  　　 　 57,788百万円
　　　その他利息配当金　　　 　       　 　 183百万円
　　　　　　　　　 計　　　　　          58,168百万円

５ 　１株当たり中間純利益の金額は 8,234,006円70銭であります。

６ 　保険料等収入には、平成８年大蔵省告示第50号第１条第５項に規定する再保険契約に係る未償却出
再手数料の増加額 2,653百万円を含んでおります。

７ 　保険金等支払金には、平成８年大蔵省告示第50号第１条第５項に規定する再保険契約に係る未償却
出再手数料の減少額 5,818百万円を含んでおります。

（中間株主資本等変動計算書関係）

１ 　発行済株式の種類および総数に関する事項

2017年度中間会計期間

2017年度中間会計期間

（単位：株）

発行済株式

普通株式 1,850 - - 1,850

当年度期首
株式数

当中間期
増加株式数

当中間期
減少株式数

当中間期末
株式数
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７．経常利益等の明細(基礎利益）
（単位：百万円）

2016年度
第２四半期（上半期）

2017年度
第２四半期（上半期）

基礎利益 Ａ △ 8,505 48,310

キャピタル収益 283,300 90,212

金銭の信託運用益 1,362 -

売買目的有価証券運用益 1,531 -

有価証券売却益 8,453 2,650

金融派生商品収益 - 5,458

為替差益 - 82,103

その他キャピタル収益 271,953 -

キャピタル費用 275,229 106,638

金銭の信託運用損 - 6,631

売買目的有価証券運用損 - 5,349

有価証券売却損 1,514 2,041

有価証券評価損 - -

金融派生商品費用 8,436 -

為替差損 249,971 -

その他キャピタル費用 15,307 92,616

キャピタル損益 Ｂ 8,070 △ 16,425

キャピタル損益含み基礎利益 Ａ＋Ｂ △ 434 31,884

臨時収益 229 -

再保険収入 - -

危険準備金戻入額 229 -

個別貸倒引当金戻入額 - -

その他臨時収益 - -

臨時費用 - 5,462

再保険料 - -

危険準備金繰入額 - 5,462

個別貸倒引当金繰入額 - -

特定海外債権引当勘定繰入額 - -

貸付金償却 - -

その他臨時費用 - -

臨時損益 Ｃ 229 △ 5,462

経常利益（損失） Ａ＋Ｂ＋Ｃ △ 205 26,422

（注）１． 基礎利益には、次の金額が含まれております。

2016年度
第２四半期（上半期）

2017年度
第２四半期（上半期）

15,307 1,397

△ 271,953 91,219

２． その他キャピタル収益には、次の金額が含まれております。

2016年度
第２四半期（上半期）

2017年度
第２四半期（上半期）

271,953 -

３． その他キャピタル費用には、次の金額が含まれております。

2016年度
第２四半期（上半期）

2017年度
第２四半期（上半期）

15,307 1,397

- 91,219

４． 変額個人年金保険にかかる最低保証リスクの軽減を目的としてデリバティブ取引（金銭の信託、

外国証券（投資信託）による運用を含む）を行っております。金銭の信託運用損益、売買目的

有価証券運用損益には、当該取引によるものが含まれております。

５． 2017年度の開示から、マーケット・ヴァリュー・アジャストメントに係る解約返戻金変動の影

響額に関して、経常利益の内訳の開示方法を変更しております。2016年度第２四半期（上半期）

の数字についても、変更後の取扱いに基づき再計算した値を開示しており、この結果、変更前

と比べて、2016年度第２四半期（上半期）の基礎利益が15,307百万円増加し、キャピタル損益

が15,307百万円減少しております。

外貨建て保険契約に係る市場為替レート変
動の影響額

マーケット・ヴァリュー・アジャスト
メントに係る解約返戻金額変動の影響額

外貨建て保険契約に係る市場為替レート変
動の影響額

マーケット・ヴァリュー・アジャスト
メントに係る解約返戻金額変動の影響額

外貨建て保険契約に係る市場為替レート変
動の影響額
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８．債務者区分による債権の状況

(単位：百万円、％)

- -

- -

- -

( - ) ( - )

(注) １．破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始又は再生手続開始

の申立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権

です。

２．危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化

し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権です。

３．要管理債権とは、３カ月以上延滞貸付金及び条件緩和貸付金です。なお、３カ月以上延滞貸

付金とは、元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日から３カ月以上延滞している貸付金

（注１及び２に掲げる債権を除く。）、条件緩和貸付金とは、債務者の経営再建又は支援を

図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の

債務者に有利となる取決めを行った貸付金（注１及び２に掲げる債権並びに３カ月以上延滞

貸付金を除く。）です。

４．正常債権とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、注１から３ま

でに掲げる債権以外のものに区分される債権です。

９．リスク管理債権の状況

　　該当事項はありません。

合計 286,164 178,436

286,164 178,436

区　　　　　分 2016年度末
2017年度

第２四半期(上半期)末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

小計　　　　　　　

（対合計比）

正常債権
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１０．ソルベンシー・マージン比率
（単位：百万円）

421,078 461,552

93,012 108,245

10,216 12,136

114,970 120,433

6 7

21,667 24,513

- -

207,553 201,024

- -

△ 21,188 -

△ 5,160 △ 4,808

- -

146,034 153,042

66 71

- -

31,404 35,672

21,955 22,097

88,419 90,813

4,255 4,459

576.6% 603.1% 

価格変動準備金

項目 2016年度末
2017年度
第２四半期
（上半期）末

ソルベンシー・マージン総額                    (Ａ)

資本金等

第三分野保険の保険リスク相当額　　　Ｒ8

危険準備金

一般貸倒引当金

（その他有価証券評価差額金（税効果控除前）・繰延
ヘッジ損益（税効果控除前））×90％（マイナスの場合
100％）

土地の含み損益×85％ （マイナスの場合100％）

全期チルメル式責任準備金相当額超過額

負債性資本調達手段等

全期チルメル式責任準備金相当額超過額及び負債性資
本調達手段等のうち、マージンに算入されない額

控除項目

その他

リスクの合計額                               （Ｂ）

保険リスク相当額　　　　　　　　　　Ｒ1

（注）１．上記は、保険業法施行規則第86条、第87条および平成8年大蔵省告示第50号の規定に基づいて算出して
　　　　　います。
　　　２．最低保証リスク相当額は、標準的方式を用いて算出しています。

予定利率リスク相当額　　　　　　　　Ｒ2

資産運用リスク相当額　　　　　　　　Ｒ3

最低保証リスク相当額　　　　　　　　Ｒ7

経営管理リスク相当額　　　　　　　　Ｒ4

ソルベンシー・マージン比率

（Ａ）
×１００

（１／２）×（Ｂ）
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１１．特別勘定の状況

（１）特別勘定資産残高の状況
（単位：百万円）

63,438          73,651          

2,066,212 2,107,532     

- -

2,129,651 2,181,184     

（２）保有契約高

・個人変額保険

（単位：千件、百万円）

件数 金額 件数 金額

- - - -

54 427,003 58 478,170 

54 427,003 58 478,170 

（注）個人変額保険の保有契約高には、一般勘定で運用されるものを含んでいます。

・個人変額年金保険

（単位：千件、百万円）

件数 金額 件数 金額

617 3,742,986 625 3,843,513 

（注）１．個人変額年金保険については、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年

      　　金原資と年金支払開始後契約の責任準備金を合計したものです。

１２．保険会社およびその子会社等の状況

　　該当事項はありません。

　　　２．個人変額年金保険の保有契約高には、一般勘定で運用されるものを含んでいます。

2017年度

第２四半期(上半期)末

個 人 変 額 年 金 保 険

変 額 保 険 ( 有 期 型 )

変 額 保 険 ( 終 身 型 )

区分
2016年度末

区分
2016年度末

第２四半期(上半期)末

合 計

2016年度末
2017年度

第２四半期(上半期)末

2017年度

個 人 変 額 保 険

個 人 変 額 年 金 保 険

団 体 年 金 保 険

区分

金　　額 金　　額

特 別 勘 定 計
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